
兵
庫
岡
山
両
県
地
方
方
言
　
の
研
究

！
断
定
の
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
　
（
ダ
）
」
の
分
布
に
つ
い
て

今
　
　
石
　
　
元
　
　
久

目
　
次

は
じ
め

一
両
県
地
方
の
断
定
の
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ヤ
・
ダ
」

1
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
・
ダ
」
の
、
各
地
で
の
存
立
状
況

Ⅲ
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
・
ダ
」
各
事
象
の
整
理

円
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
・
ダ
」
の
類
縁
事
象

二
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
　
（
ダ
）
」
の
分
布
状
況

1
「
ヤ
」
の
分
布

Ⅲ
「
ジ
ャ
　
（
ダ
）
　
」
の
分
布

三
「
ヤ
」
と
「
ジ
ャ
　
（
ダ
）
」
と
の
分
布
連
関

お
わ
り

○
　
は
じ
め

H
本
稿
は
、
兵
庫
岡
山
両
県
地
方
に
み
と
め
ら
れ
る
詔
方
言
事
象
の
う
ち
、

主
と
し
て
、
断
定
の
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
　
（
ダ
も
）
」
の
分
布
状
況
を
見
、
諸

方
言
状
態
を
、
よ
り
具
体
的
に
、
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

兵
庫
岡
山
両
県
下
で
の
諸
方
言
を
総
称
し
て
、
兵
祁
岡
山
両
県
地
方
方
言
と

す
る
。8

本
資
料
は
、
次
の
実
地
調
査
に
よ
っ
て
い
る
。

闇
田
圃
○
調
査
区
域
、
兵
庫
岡
山
両
県
下
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
両
県

島
暇
は
未
調
査
。
）
　
○
予
備
調
査
・
調
査
項
目
選
定
・
調
査
語
句
（
－
質

問
文
、
絵
図
も
）
設
定
・
調
査
語
句
排
列
・
そ
の
他
　
○
実
地
調
香
地
点
、
一

一
八
地
点
（
三
〇
戸
以
上
の
翠
落
、
立
地
条
件
な
ど
、
留
意
。
）
　
○
調
査

対
象
者
、
二
八
名
（
選
定
規
準
、
十
地
出
身
・
明
治
二
九
－
同
門
〇
年
の
生

年
・
女
子
一
名
・
外
住
経
験
な
し
も
し
く
は
外
住
経
験
五
年
以
内
・
身
心
健
全

に
ー

な
ど
。
）
　
○
調
査
語
句
、
二
〇
〇
語
句
（
方
言
音
声
・
ア
ク
セ
ン
ト
関
係
、

表
現
法
関
係
、
語
調
閲
稀
か
ら
な
る
。
）
　
（
現
地
で
は
、
こ
の
排
列
に
よ
り
、

さ
q
一

順
次
、
．
発
閃
。
）
　
○
調
布
所
要
時
間
（
一
地
点
で
約
三
・
五
時
間
）
　
○
調

査
の
の
べ
日
数
、
約
九
〇
日
（
一
日
に
一
～
二
地
点
。
）
　
○
調
香
期
間
、
昭

和
三
九
年
七
月
三
一
日
～
同
四
三
年
七
月
十
五
日
＜
第
1
図
、
参
照
∨

ー43　－

の
調
査
も
（
録
音
器
利
用
の
調
査
も
）
行
な
う
。



注
1
　
断
定
の
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
・
ダ
」
関
係
の
調
査
語
句
　
－
　
①
火
事

だ
。
．
①
大
火
事
が
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
‥
①
そ
れ
は
そ
う
だ
。
⑧
火
事
だ

っ
た
。
．
②
そ
う
だ
っ
た
ね
え
。
◎
こ
の
子
は
、
き
っ
と
、
か
し
こ
い
子
に

な
る
だ
ろ
う
。
．
③
き
っ
と
、
着
な
い
だ
ろ
う
。
（
．
①
で
は
T
告
知
の
文
末

詞
」
が
調
査
の
主
要
点
。
し
か
し
、
ご
く
し
ぜ
ん
な
「
だ
」
を
も
期
待
す
る
。
）

注
2
　
①
「
火
事
だ
。
」
で
は
、
絵
図
を
用
い
て
、
ィ
．
火
事
ら
し
い
も

の
を
発
見
し
た
時
、
人
々
に
、
ど
う
言
っ
て
知
ら
せ
ま
す
か
。
ロ
　
「
火
事

だ
。
」
と
言
う
と
き
に
、
ど
う
言
い
ま
す
か
。
　
（
～
「
ヤ
」
「
ジ
ャ
」

「
ダ
」
な
ど
の
使
用
頻
度
・
待
遇
品
化
・
そ
の
他
、
留
意
。
）
⑧
「
火
事
だ
っ

た
。
」
と
言
う
時
に
、
こ
こ
で
は
、
ど
う
言
っ
て
い
ま
す
か
。

右
の
よ
う
に
発
開
法
を
統
一
す
る
。

肖
参
考
資
料
（
参
考
論
文
）

1
　
『
日
本
方
言
地
図
』
　
（
死
条
操
先
生
古
称
記
念
会
・
宮
川
弘
文
館
・
昭

和
三
一
年
）
　
　
『
1
9
指
定
ノ
云
ヒ
方
「
だ
」
　
「
ぢ
ゃ
」
　
「
や
」
等
ノ
分
布
間
』

－
第
1
部
　
口
語
法
分
布
図
　
〇
g
の
隼
　
田
語
調
査
委
員
会
）

2

　

『

A

 

D

i

a

－

e

c

t

 

I

G

e

O

g

r

a

p

h

i

c

a

－

S

t

u

d

y

 

O

鴫

t

h

e

 

l

a

p

a

n

e

s

e

D
i
a
－
e
c
t
s
　
（
F
O
－
k
1
0
r
e
 
S
t
u
d
i
e
s
．
く
0
－
．
×
く
）
』
　
（
藤
原
与
一
先
生
・
タ

ト
ル
商
会
・
．
昭
和
三
一
年
）
　
『
F
i
g
．
N
－
（
三
i
s
　
（
臼
コ
O
W
e
r
）
．
F
i
g
．

N
切
P
e
r
h
a
p
s
 
i
t
 
i
s
　
（
a
 
F
－
O
W
e
r
）
．
』

3
　
『
方
言
学
』
　
（
藤
原
与
一
先
生
・
三
省
堂
・
昭
和
三
七
年
）
　
　
『
第
一

図
助
動
詞
「
ダ
」
　
「
ジ
ャ
」
　
「
ヤ
」
分
布
図
』
・
1
第
四
輩
通
時
方
言
学

㈲
例
説
一
日
本
語
諸
方
言
上
の
「
ダ
∴
ジ
ャ
・
ヤ
」

4
『
中
－
同
地
方
玉
串
言
語
地
図
』
　
（
広
戸
惇
氏
・
風
間
書
房
・
昭
和
四
一

年
）
、
そ
の
他

最
近
、
瀬
戸
内
梅
島
幌
の
方
言
調
査
－
こ
と
に
、
内
海
島
峡
方
言
地
理
学
的

研
究
の
た
め
の
調
査
が
総
合
（
体
系
）
的
に
な
さ
れ
、
『
方
言
研
究
年
報
』
　
（
第

八
巻
・
広
島
大
学
方
言
研
究
会
・
昭
和
四
一
年
）
　
な
ど
に
よ
っ
て
、
内
海
島
唄

方
言
の
状
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
来
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
に
応
じ
て
、

九
州
・
中
固
・
四
国
・
近
骸
な
ど
の
陸
地
の
諾
方
言
状
蕪
が
只
体
的
に
把
捉
さ

れ
る
こ
と
は
、
意
義
深
い
と
思
わ
れ
る
。

四
兵
庫
岡
山
両
県
地
方
の
地
誌

兵
庫
県
が
近
畿
に
、
岡
山
県
が
中
国
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
所
属
す
る
。

ビ
ゼ
ン
　
ピ
ッ
チ
ユ
ー
ミ
マ
サ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ッ
ツ

岡
山
県
は
、
備
前
・
備
中
・
美
作
の
三
地
域
に
、
兵
庫
県
は
、
摂
津
（
摂
津

タ
ン
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
り
マ
　
　
タ
ジ
マ
　
　
丁
ワ
ジ

西
半
）
・
丹
波
（
丹
波
西
南
）
・
播
磨
・
但
馬
・
淡
路
の
五
地
域
に
区
画
さ
れ

る
。岡

山
県
の
地
形
は
、
北
方
の
中
国
山
地
（
千
メ
ー
ト
ル
内
外
）
を
背
に
し
て
、

キ
ピ

南
方
の
内
海
に
面
す
る
恰
好
で
あ
る
。
堆
平
原
－
告
備
高
頂
（
五
百
～
六
百
メ

ー
ト
ル
）
　
が
東
西
に
降
起
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
岡
両
県
下
が
大
き
く
南
北
に

ツ

ヤ

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

一

－

4

・

、

分
か
れ
る
。
県
北
克
郎
に
津
山
盆
地
な
ど
。
県
北
西
都
に
新
見
盆
地
な
ど
。

タ

カ

ハ

シ

ア

サ

ヒ

南
部
に
岡
山
平
野
な
ど
。
中
国
山
地
分
水
抗
か
ら
坦
戸
内
海
へ
、
高
梁
・
旭
・

コ

シ

′

吾
井
の
三
大
河
川
。
古
来
、
河
川
交
通
が
上
記
の
河
川
に
よ
く
発
達
し
て
い
た

と
い
わ
れ
る
。

中
国
山
地
の
脈
筋
が
兵
庫
県
下
に
も
見
え
て
い
る
。
兵
庫
県
の
地
形
は
、
中

国
山
地
分
水
戌
を
境
に
し
て
」
南
北
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
北
方
へ
日
本
海

ハ

り

マ

　

ヒ

ノ

ジ

斜
面
、
南
方
へ
瀬
戸
内
海
斜
面
。
南
部
に
は
、
播
蛎
（
姫
路
）
平
野
・
篠
山
盆

′
チ
グ
ッ
　
　
　
　
ィ
ポ
　
　
　
ィ
チ
　
　
　
カ
コ
　
　
　
　
ム
コ

地
な
ど
、
千
種
川
・
揖
保
川
・
帯
川
・
加
古
川
・
武
神
川
の
各
川
。
北
部
に
は
、
、

ト
ヨ
才
力
　
　
　
　
　
　
　
で
ル
ヤ
†

豊
岡
盆
地
な
ど
、
円
山
川
。

－44－
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主
要
交
通
路
、
瀬
戸
内
海
路
・
山
陽
道
（
内
海
沿
い
の
、
摂
津
～
播
磨
～
備

ワ
カ
サ

前
～
備
中
）
・
山
陰
遺
（
丹
波
～
但
馬
）
。
そ
の
他
、
若
狭
（
播
磨
～
因
幡
）
・

イ
ナ
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
ィ
モ

因
幡
（
播
磨
～
美
作
～
閃
幡
）
・
出
雲
（
播
磨
～
美
作
～
伯
膏
）
・
津
山
（
楯

前
～
美
作
）
・
新
見
（
備
中
南
～
備
中
北
）
な
ど
の
交
通
路
。
古
来
、
陸
上
交

通
よ
り
も
海
上
交
通
の
ほ
う
が
は
る
か
に
よ
く
発
達
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

細
　
両
県
地
方
の
断
定
の
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
・
ダ
」

断
定
の
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
・
ダ
」
は
、
『
兵
庫
岡
山
両
県
地
方
方
言
地
理

学
的
研
究
』
の
実
践
項
目
体
系
の
う
ち
、
主
要
な
地
位
に
あ
る
。

1
助
動
詞
「
ヤ
∴
ジ
ャ
・
ダ
」
の
、
各
地
で
の
存
立
状
況

の
兵
庫
県
但
馬
出
石
郡
出
石
町
百
合
地
点
（
地
点
番
号
三
六
七
）

百
合
地
点
は
、
兵
庫
県
但
馬
豊
岡
市
（
豊
岡
盆
地
内
）
か
ら
、
お
よ
そ
、
南

東
方
面
の
と
こ
ろ
。
丹
後
山
地
内
に
あ
る
、
約
三
〇
戸
の
緊
落
。
生
業
は
、
農

業
が
主
。
副
業
、
彙
霜
な
ど
。
出
石
町
中
心
街
へ
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

○
キ
ン
可
ル
　
コ
ロ
ジ
ャ
。
（
や
が
て
）
来
ら
れ
る
こ
ろ
だ
。
（
老
年
者
女
子
）

○
カ
到
ジ
ャ
ー
。
火
事
だ
。
（
老
年
者
㍑
子
）

○
ソ
ー
ジ
ャ
ッ
列
。
そ
う
だ
っ
た
ド
　
（
老
年
者
女
子
）

○
オ
モ
ッ
ト
ラ
レ
ル
ジ
ャ
ロ
ー
ト

オ
モ
イ
マ
ス
。
思
っ
て
お
ら
れ
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
（
老
年
者
女
子
）

○
コ
り
ダ
。
こ
れ
だ
。
（
中
年
者
男
子
）

○
カ
刈
ダ
ッ
タ
。
火
事
だ
っ
た
。
（
老
年
者
男
子
）

○
イ
ヤ
イ
ヤ
、
4
1
ダ
ラ
ー
。
4
1
ニ
チ
ガ
ェ
ー
ナ
ェ
㌧
　
い
や
い

や
、
そ
う
だ
ろ
う
。
そ
う
に
ち
が
い
な
い
。
（
老
年
者
男
子
）

○
カ
ジ
ヤ
。
火
事
だ
。
（
音
小
年
者
女
子
）
八
カ
月
ヤ
ッ
タ
。
カ
ジ
ヤ
ロ
ー
。

と
も
。
（
音
小
年
者
女
子
）
∨

各
助
動
詞
の
存
立
状
況
は
、
お
よ
そ
、
第
1
表
の
よ
う
に
な
る
。

「
ジ
ャ
」
「
ヤ
」
の
先
後
（
新
古
）
関
係
は
、
「
ジ
ャ
」
1
「
ヤ
」
か
。

「
ジ
ャ
」
は
、
主
と
し
て
、
老
年
者
女
子
に
保
守
さ
れ
、
「
ヤ
」
は
、
主
と
し

て
、
中
・
育
小
年
者
女
子
に
受
け
入
や
ら
れ
て
い
る
。

「
ダ
」
と
「
ジ
ャ
（
ヤ
）
」
と
の
先
後
（
新
古
）
関
係
は
見
定
め
が
た
い
。

こ
の
存
立
差
は
、
結
局
、
男
女
差
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
精
査
が
必
要
。
）

こ
の
地
点
か
ら
近
い
奥
丹
後
地
方
の
「
デ
ァ
・
ダ
・
ヂ
ャ
な
ど
」
が
参
照
さ
れ

る
。
室
山
敏
昭
氏
は
、
「
京
都
府
奥
丹
後
袖
志
方
言
の
断
定
の
助
動
詞
に
つ
い

て
」
そ
の
存
立
状
況
を
観
察
し
、
左
の
転
詑
過
程
を
帰
納
さ
れ
た
。

I
d
e
a
r
u
T
I
d
e
a
千
八
T

T
琵
↓
〔
よ
a
〕

（
日
本
方
言
研
究
会
第
二
回
研
究
発
表
会
要
旨
一
九
六
五
年
）

佃
兵
庫
県
播
磨
姫
路
市
北
平
野
地
点
（
地
点
番
号
三
〇
八
）

茄
の
地
点
は
、
播
磨
広
峰
山
の
鷺
に
位
置
し
て
い
る
。
古
い
繋
落
、
約
三
六

〇
一
P
（
地
つ
き
、
八
〇
戸
）
。
以
前
、
農
業
が
主
。
現
在
、
会
社
、
商
店
等
、

通
勤
。
旧
兵
揮
県
飾
柄
郡
城
北
村
平
野
。
大
正
年
間
に
姫
路
市
と
合
作
。
戦
災

な
し
。

こ
こ
で
は
、
「
ヤ
」
助
動
詞
が
、
盛
。
仝
咋
層
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

「
∃
「
4
ネ
ン
。
ま
る
き
り
、
だ
め
な
の
よ
。
（
老
年
者
勇
子
）
」
の

よ
う
に
、
「
ヤ
」
助
動
詞
系
の
文
末
詞
も
開
か
れ
る
。

○
ア
ン
タ
ト
コ
ノ
ザ
シ
キ
ニ
ネ
ッ
の
封
ハ
イ
ラ
シ
テ
可
ロ
タ
コ
ト
、

45

ト
ナ
リ
ジ
ャ
ケ
ド
。

ヨ
ー
ジ
ガ
　
ナ
イ
サ
カ
ィ
。
　
カ
ド
マ
テ
ワ

ヨ
ー
　
ク
ル
ケ
ド
。
　
あ
な
た
の
所
の
陸
薮
に
、
ま
っ
た
く
、
は
い
ら
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
（
が
な
い
）
。
隣
だ
け
れ
ど
。
用
串
が
な
い
か
ら
。
門



兵庫 県但 馬 出石 郡 出石 町百合 （三六七）地点

注 注　 注
3　2　　 1

調 類 「調
査 事 そ査
対 象 う語
象 のだ句
者 存 っ（

育　 背　 青　 音　 譜　 中　 中　 老　 老
翁 劣 宴 宴 会 男 女 男 女

B　 A　 C　 B　 A　 A　 A　 A　 B

［老

女

A

、対
象　　 ／ノ′　知
者　／　　 事

／　　 象

○ ● ‘● ジャ （－）
　「ジ

ヤ
○ ● ● ジャ　ッ　タ

（立 た「
土状 。火
地 況 」事

○ ● ● ジャロ（－）　」
料

7
出（ 「だ
身 ● そ　 0
、印 う」

外 ・だ「

○ ＝ ［

ー し－ 1

ジャラ（－）

●　 ● ［ ● ● ダ （－）
　「

住 盛 ろ火
経 ’う事
験 0　 0だ
な印」 っ
し ・なた
）稀 ど 。

　）　　）　　」

● ● ● ● ○ ダ　ッ　タ ダ

● ● ● ダロ （－） 　」

l
○ ● ～ダラ （－） 類

　 「火
事
だ

● ● ● ●

●
「 ‘

ヤ （－） 　「
ヤ
　」● ● ● ～　ヤ　ッ　タ

ろ
う

「 1 7
● ● ● ～ヤロ （－） 類

対
象
者
の
、
事
象
期
に
関
す
る
内
省

（
よ
い
も
の
か
ら
）

新
　
古

（
新
し
い
も
の
か
ら
）

①
ヤ
◎
ジ
ャ
◎
ダ

①
ヤ
⑧
ジ
ャ
◎
ダ

①
ダ
◎
ジ
ャ

①
ヤ
⑧
ジ
ャ
・
ダ

①
ダ
㊥
ヤ
③
ジ
ャ

①
ヤ
⑧
ダ

①
ヤ
◎
ダ

①
ヤ
⑧
ダ

①
ヤ
①
ジ
ャ
・
ダ

①
ヤ
⑧
ジ
ャ
・
ダ

①
ヤ
⑧
ジ
ャ
・
ダ

①
ダ
⑧
ヤ
③
ジ
ャ

①
ヤ
㊥
ダ

①
ヤ
◎
ダ

①
ダ
⑧
ヤ

ト
①
ダ
⑧
ヤ

①
ヤ
①
ダ

①
ヤ
①
ダ

。
」
　
「
そ
う
だ
。
」



d 6） d ⑧ 壷 d G ）
調

兵
庫
岡
山
両
県
地
方

ろ　 ： る　 ： そ 火 そ だ　大 火
・う　 き だ　 か う 事 れ つ 衷 事 査

0　　っ ろ　 し だ だ は て　事 だ
CIと う　 こ つ つ ．乙・ 0　が

三丘nn着
ナ1

0　い
子

た
カ

た
0

う
だ

あ
っよ

い
だ

に
な

a
え
0

0 た
ん

l

句

妄1 享 油 ソi
ヤ

空I

ン′
ソ　　ソ
フ　　フ ラi

那 柑
　「

ニ′　・こ／
ヤ　 ヤ

ツ
タ

ヤ
ツ

ソ　　ソ シ　ャ　ヤ
ヤ l　O

ヤ　」 の
断

ロ　　ロ ヤ　ロ　ロ
ナl
l
0

タ
0

ヤ　 ヤ ン 】　0
0 翔　 事　「

ジ

1　 0
0

ロ 1　0
°　　　0

】　 0
0

ヤ

ト
イ
0

の
助
動
詞

　「

ヤ

ジ

キ i l
ソI
l

カ
ジl

狛 モI
カ　 カ
ジ　 ギI

ン ！ン ジ． ジ タ ジ　 ／ ヤ 象 ヤ
ジ
ヤ
ロ

ジ ヤ ヤ ン ヤ　　ヤ
ダ　」ヤ

ロ
ツ
タ

ツ
タ 1 1 ジ

ヤ
l　 O
0

1

　」

1
0

1
0

ナl
l
0

0 シノ　　ン′
ヤ　　ヤ
l　 O
Cl

フ‾

l l。

類

「　 類

哀

年
者
女
子

キ　 キ i l i i
ソl
l

カ
ジI

紺

0　ダ　ダ
】　0
0

仁 一 i嘉

0

l

ン　　ン イし　　ノし ダ ダ ダ
ダ　 ダ
フ　　ロ

ダ　 ダ
フ　　ロ

ツ
タ

ツ
タ
．0

タ
ダ 　」1

l　 i
0　　　　0

】 】
0　　　　0

ナl
l
0

ト
l
c

湖
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ま
で
は
、
よ
く
来
る
け
れ
ど
。
（
古
老
年
者
女
子
）

「
・
ジ
ャ
ケ
ド
」
の
よ
う
に
、
古
老
年
者
で
は
T
ジ
ャ
」
助
動
詞
も
叩
か
れ
る
。

し
か
し
、
ご
く
稀
。

○
イ
ヤ
　
キ
ョ
ネ
ン
ノ
　
バ
ル
ダ
　
ン
。

い
い
え
、
昨
年
の
春
で
す
よ
。



き
っ
と
。
（
老
年
者
女
子
）

ヽ

　

ヽ

こ
れ
は
、
「
～
ダ
バ
ン
・
～
ダ
バ
ー
（
～
で
す
よ
）
」
と
同
湖
の
事
象
で
あ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ろ
う
。
「
コ
コ
エ
キ
テ
ダ
シ
タ
ラ
　
封
可
シ
。
こ
こ
に
来
ら
れ
ま
し
た

ら
…
…
。
（
老
年
者
女
子
）
」
の
実
例
も
み
と
め
ら
れ
る
。

㈱
岡
山
県
美
作
賽
庭
郡
落
合
町
古
見
地
点
（
地
点
番
号
四
四
三
）

古
見
地
点
の
方
言
に
つ
い
て
、
か
つ
て
、
「
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
」
の
親
点
で

記
述
を
こ
こ
ろ
み
た
。
（
拙
稿
『
方
言
研
究
年
報
』
第
六
華
広
島
大
学
方
言
研

究
会
）「

ジ
ャ
」
助
動
詞
が
盛
ん
で
あ
る
。
言
い
き
り
形
の
「
ジ
ャ
」
の
ほ
か
、

「
ジ
ャ
ッ
ク
」
、
「
ジ
ャ
ロ
ー
」
が
仝
年
屑
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
老

年
者
男
子
な
ど
に
、
「
ダ
ッ
タ
」
T
ダ
ロ
ー
」
が
認
め
ら
れ
な
く
は
な
い
。

Ⅲ
助
動
詞
「
ヤ
・
．
ジ
ャ
・
ダ
」
各
事
象
の
整
理

第
2
麦
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

①
「
（
火
事
）
ヤ
」
事
象
…
…
兵
庫
県
二
〇
地
点
・
岡
山
県
三
地
点

①
「
（
火
事
）
ジ
ャ
」
事
象
…
…
兵
庫
県
一
八
地
点
・
岡
山
県
六
六
地
点

①
「
（
火
事
）
ダ
」
事
象
…
…
兵
庫
県
七
地
点
・
岡
山
県
六
地
点

（
岡
山
県
七
一
地
点
・
兵
庫
県
三
五
地
点
、
両
県
下
総
地
点
数
一
〇
六
地
点
）

…
…
「
ジ
ャ
」
　
〔
u
a
〕
、
z
j
a
、
－
　
「
ヤ
」
　
〔
j
a
〕
こ
a
、

…
：
．
「
ダ
」
　
〔
d
a
〕
、
d
a
、

実
地
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
・
ダ
」
関
係
の
各
事
象

例
は
、
以
上
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

Ⅲ
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
・
ダ
」
の
類
縁
事
象

助
動
詞
「
ヤ
∴
／
ヤ
・
ダ
」
の
類
緑
事
象
に
つ
い
て
、
次
の
も
の
が
と
り
あ

げ
ら
れ
る
。

川
転
成
文
末
詞
関
係
の
も
の

「
ネ
ン
」
、
「
ジ
ヤ
　
（
－
）
」
、
「
ダ
　
（
－
）
　
」
な
ど

（
第
5
回
参
照
）

川
接
続
詞
関
係
の
も
の

「
ソ
ヤ
サ
カ
イ
　
（
シ
ャ
ー
サ
カ
イ
な
ど
）
」
、

「
セ
ー
ジ
ャ
ケ
ー
　
（
シ
ャ
ー
ケ
ー
・
シ
ャ
ー
カ
ラ
な
ど
）
　
」
、

「
ダ
ケ
ー
」

川
「
テ
」
敬
語
関
係
の
も
の

「
テ
ヤ
」
、
「
テ
ジ
ャ
」
、
「
テ
ダ
」
な
ど

川
「
特
殊
文
表
現
」
関
係
の
も
の

「
ラ
ク
ヤ
。
」
・
「
ラ
ッ
ヰ
ヤ
。
」
　
（
大
丈
夫
だ
。
）
、
「
ラ
ク
ジ
ャ
。
」

（
大
丈
実
だ
。
）
、
「
ラ
ク
ダ
。
」
　
（
大
丈
夫
だ
。
）

二
　
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
　
（
ダ
）
」
の
分
布
状
況

分
布
図
を
見
、
両
県
地
方
の
断
定
の
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
　
（
ダ
）
」
の
分
布

状
況
に
つ
い
て
、
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。

〇
第
2
図
、
調
査
語
句
「
火
事
だ
。
」
　
（
老
年
者
女
子
）

〇
第
3
図
、
調
査
語
句
「
大
火
事
が
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
」
　
（
右
同
）

〇
第
4
図
、
調
査
語
句
「
こ
の
子
は
、
き
っ
と
か
し
こ
い
子
に
な
る
だ

ろ
う
。
」
　
（
右
同
）

1
「
ヤ
」
の
分
布

第
2
図
を
見
る
と
、
言
い
き
り
の
「
ヤ
」
は
、
次
の
諸
地
方
に
よ
く
分
布
し

て
い
る
。

注
－

兵
庫
県
摂
津
－
宝
塚
二
二
四
（
三
〇
一
・
三
〇
二
）
、
同
県
丹
波
－
多
紀

（
三
〇
三
）
、
同
県
播
磨
－
明
石
・
加
古
川
二
二
木
・
西
脇
・
姫
路
な
ど

（
三
〇
四
～
三
〇
八
二
二
一
〇
）

注
1
　
（
　
）
内
の
漢
数
字
は
、
調
査
地
点
を
表
記
し
た
も
の
。
以
下
、
こ

れ
に
準
じ
る
。
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「
ヤ
」
が
、
摂
津
・
丹
波
か
ら
播
磨
平
野
な
ど
の
播
磨
中
部
へ
、
大
き
な
安
定

勢
力
を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
ヤ
ッ
タ
」
　
（
火
事
だ
っ
た
。
）
・
「
ヤ
ロ

（
－
）
　
」
　
（
こ
の
子
は
、
き
っ
と
、
よ
い
子
に
な
る
だ
ろ
う
。
）
　
に
よ
っ
　
て

も
、
こ
の
勢
力
が
、
は
っ
き
り
と
、
み
と
め
ら
れ
る
　
（
－
第
4
図
、
参
照
）
。

第
3
図
で
は
、
播
磨
担
保
郡
・
同
宍
粟
郡
・
但
馬
朝
来
郡
な
ど
の
各
地
で
も
、

今
日
、
「
ヤ
」
が
か
な
り
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
分
布
は
、
京
阪
の
「
ヤ
」
の
分
布
領
域
に
つ
づ
い
て
い
る
。

概
し
て
、
「
ヤ
」
助
動
詞
の
勢
力
は
、
近
畿
中
央
に
甫
接
し
て
い
る
兵
庫
県

南
部
（
－
近
絞
中
央
よ
り
の
瀬
戸
内
海
斜
面
）
地
方
へ
強
い
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、

こ
の
分
布
は
、
新
興
・
新
来
の
勢
力
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

I
「
ジ
ャ
　
（
ダ
）
　
」
の
分
布

両
県
下
で
は
、
兵
庫
県
南
部
地
方
の
「
ヤ
」
の
分
布
に
大
き
く
対
立
す
る
分

布
と
し
て
、
ま
ず
＼
岡
山
県
地
方
の
「
ジ
ャ
」
の
分
布
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か

し
、
両
県
の
北
方
で
は
、
全
く
、
「
ジ
ャ
」
の
無
分
布
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
強
い
「
ダ
」
の
分
布
が
見
ら
れ
る
。

以
下
、
′
兵
庫
県
南
部
地
方
の
「
ヤ
」
の
分
布
に
対
立
す
る
、
岡
山
県
地
方
な

ど
の
「
ジ
ャ
　
（
ダ
）
　
」
の
分
布
相
に
つ
い
て
、
観
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

川
「
ジ
ャ
」
の
分
布

岡
山
県
備
前
－
和
気
（
三
石
・
日
生
両
地
の
一
部
は
除
く
）
・
邑
久
・
西

大
寺
・
玉
野
・
児
島
・
岡
山
・
赤
磐
・
御
津
（
四
〇
二
・
四
〇
四
～
四
一

九
）
、
同
県
美
作
－
久
米
㍉
英
田
（
作
東
の
一
部
は
除
く
）
・
勝
田
・
津

山
・
苫
田
・
真
庭
（
真
庭
北
部
地
方
は
除
く
）
　
（
四
二
〇
～
四
二
六
・
四

二
八
～
四
四
七
・
四
四
六
）
、
同
県
備
中
－
倉
敷
・
都
窪
・
総
社
・
吉

備
・
浅
口
・
小
田
・
笠
間
・
井
原
・
上
房
・
高
梁
・
川
上
・
阿
哲
（
神
郷

北
部
は
除
く
）
・
新
見
（
新
見
北
辺
は
除
く
）
　
（
四
五
〇
～
四
六
七
・
四

六
九
・
四
七
〇
）

第
2
図
・
第
3
甘
に
よ
る
と
、
「
ジ
ャ
」
の
分
布
が
、
こ
と
に
、
右
の
各
地

に
よ
く
た
ど
ら
れ
る
。
備
前
の
東
部
（
東
辺
は
除
く
）
～
西
部
に
、
美
作
の
東

部
（
東
辺
は
除
く
）
～
西
部
（
西
北
奥
は
除
く
）
　
に
、
備
中
の
南
部
～
北
部
（
北

辺
は
除
く
）
　
の
各
地
に
と
、
岡
山
県
地
方
に
T
ジ
ャ
」
が
よ
く
定
着
し
て
い
る
。

兵
膵
県
播
磨
1
宍
粟
（
波
賀
）
・
作
用
（
作
用
・
上
月
）
　
（
三
一
七
・
三

二
一
・
三
二
二
）
、
同
県
但
馬
－
養
父
（
大
屋
）
・
出
石
（
出
石
）
　
（
三

六
二
・
三
六
三
二
二
六
六
二
二
六
七
）

兵
庫
県
側
で
は
、
右
の
各
地
が
注
意
さ
れ
る
。
「
ジ
ャ
」
が
、
畢
慮
西
部
や

仲
馬
南
部
（
－
中
固
山
地
部
内
な
ど
）
　
の
奥
地
に
、
相
当
、
根
強
い
と
み
ら
れ

る
。両

県
の
隣
府
県
下
で
は
、
京
都
府
丹
波
福
知
山
市
に
、
山
陰
の
鳥
取
県
因
幡

両
辺
に
も
、
「
ジ
ャ
」
の
分
布
が
見
ら
れ
る
。
が
、
主
に
は
、
広
島
県
方
面
へ

強
い
と
い
え
よ
う
。

概
し
て
、
「
ジ
ャ
」
は
、
岡
山
県
側
に
強
く
、
そ
の
主
領
域
は
、
兵
庫
県
の

奥
地
（
－
播
磨
西
奥
・
但
馬
甫
奥
な
ど
）
　
か
ら
岡
山
県
の
各
地
に
及
ん
で
い

る
。
こ
の
様
相
は
、
今
日
か
ら
み
る
と
、
古
い
分
布
相
を
も
の
が
た
っ
て
い
る

か
と
思
わ
れ
る
。
兵
庫
県
側
で
の
撲
出
は
、
「
ジ
ャ
」
の
分
布
が
新
興
・
新
来

の
「
ヤ
」
の
勢
力
を
受
け
て
、
奥
地
に
お
し
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
右
の
言
い
き
り
形
「
ジ
ャ
」
に
限
ら
ず
、
「
（
火
事
）
　
ジ
ャ
ッ

タ
。
」
、
「
（
…
か
し
こ
い
子
に
な
る
）
　
ジ
ャ
ロ
　
（
－
）
。
」
に
よ
っ
て
も
指

摘
さ
れ
る
。

次
に
、
．
「
ジ
ャ
」
の
周
辺
分
布
1
こ
と
に
、
兵
庫
県
の
播
磨
－
各
地
で
は
、

「
ジ
ャ
」
と
「
ヤ
」
と
の
、
顕
著
な
分
布
交
錯
に
な
っ
て
い
る
。

岡
山
県
備
前
－
和
気
郡
日
生
町
寒
河
（
四
〇
一
）
・
同
郡
三
石
町
渡
瀬
（
四
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〇
三
）
、
同
県
美
作
－
英
田
郡
作
東
町
白
水
（
四
二
七
）

兵
庫
県
播
磨
－
作
用
郡
三
日
月
町
乃
井
野
（
三
二
〇
）
・
赤
穂
郡
上
郡
町

東
町
（
三
一
九
）
・
赤
穂
市
坂
越
（
三
一
八
）
・
・
宍
乗
郡
一
宮
町
須
行
名

（
三
一
六
）
・
同
郡
山
崎
町
中
井
（
三
一
五
）
・
揖
保
郡
新
宮
町
上
笹

（
三
一
四
）
・
同
郡
御
津
町
室
津
（
三
一
二
）
・
同
郡
同
町
朝
臣
（
三
一

一
）
・
神
崎
郡
市
川
町
甘
地
（
三
〇
九
）
、
同
県
但
馬
－
朝
来
郡
和
田
山

町
枚
田
　
（
三
六
一
）
・
同
郡
朝
来
町
立
野
（
三
六
〇
）

右
の
各
地
で
の
、
「
ジ
ャ
」
　
「
ヤ
」
交
錯
の
状
況
は
、
結
局
、
八
「
ジ
ャ
」
－

盛
・
「
ヤ
」
－
稀
V
の
各
地
と
＜
「
ジ
ャ
」
－
稀
、
「
ヤ
」
－
盛
V
の
各
地
と

に
大
別
さ
れ
る
。

第
2
図
・
第
3
図
、
第
3
表
を
（
調
査
地
点
の
図
表
も
）
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

①
備
前
東
辺
・
美
作
東
辺
（
－
岡
山
県
の
東
辺
）
で
は
、
「
ヤ
」
存
立
の
み

と
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
概
し
て
、
「
ジ
ャ
」
が
強
い
。
第
3
図
で
は
、

四
〇
三
・
四
二
七
の
各
地
点
に
「
ジ
ャ
」
一
存
（
単
存
）
を
呈
し
て
い
る
ほ
ど

で
あ
る
。
⑧
「
ジ
ャ
」
存
立
の
強
い
状
況
は
、
兵
庫
県
側
、
但
馬
南
辺
の
三
六

一
、
播
磨
西
部
の
三
二
〇
・
三
一
六
の
諸
地
点
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。
「
ヤ
」

よ
り
も
・
「
ジ
ャ
」
の
ほ
う
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
　
③
次
に
、
播
磨
西
南
部

地
方
で
は
、
「
ヤ
」
が
強
く
、
対
し
て
、
「
ジ
ャ
」
が
弱
い
。
「
ジ
ャ
」
が
目

だ
ち
に
く
く
な
っ
て
い
る
ひ
第
3
図
に
よ
る
と
、
三
一
五
・
三
一
四
・
三
一

琵
1

二
・
三
一
一
・
三
六
〇
の
各
地
点
に
は
、
「
ジ
ャ
」
が
見
ら
れ
な
い
。
④
兵

注
℡

庫
県
の
播
磨
中
部
で
は
、
神
崎
郡
市
川
町
甘
地
（
三
〇
九
）
地
点
に
、
「
ジ
ャ
」

が
み
と
め
ら
れ
る
。

注
l
　
兵
庫
県
播
磨
揖
保
郡
御
津
町
朝
臣
（
三
二
）
地
点
”
○
刈
ジ
ジ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヤ
ー
。
火
事
だ
。
－
驚
い
た
と
き
と
か
、

○
ナ
ン
チ
ュ
　
コ
ト
　
ス
ル
ン

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ジ
ャ
。
何
と
言
う
こ
と
を
す
る
ん
だ
（
障
子
を
破
っ
て
…
）
。
－
怒
っ
た
と
き

と
か
に
限
っ
て
な
ら
ば
、
「
ジ
ャ
」
を
使
う
。
“
、
”
「
　
（
・
＝
な
る
）
　
ジ

ャ
ロ
　
（
－
）
。
」
、
こ
ん
な
下
品
な
こ
と
ば
は
、
使
わ
ぬ
。
“
（
老
年
者

女
子
）

注
2
　
こ
の
地
点
の
近
在
か
、
神
崎
郡
神
崎
町
粟
賀
で
の
、
「
ジ
ャ
」

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

の
状
況
に
も
注
意
し
て
み
た
い
。
八
〇
才
台
の
一
古
老
年
者
男
子
に

「
ジ
ャ
」
が
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
′

は　存
、立

－　50－

○
ソ
リ
ャ
　
コ
ト
ボ
シ
ノ
　
ヒ
ー
　
ジ
ブ
ン
ジ
ャ
ッ
タ
ラ
　
マ
ダ
　
ナ
ン

ジ
ャ
ケ
ド
…
…
。
　
そ
れ
は
　
こ
と
ば
し
の
　
明
か
り
の
　
時
代
だ
っ
た

ま
だ
　
な
ん
だ
け
れ
ど
…
…
。
（
一
八
八
五
年
生
年
男
子
）
　
　
『
仝

表第　　3

老年者女子

両
県
各
勉
で
　
の

「
ジ
ャ
」
・
「
ヤ
」
並
存

「
ジ
ャ
」
－
盛

「
ヤ
」
－
稀

「
ジ
ャ
」
～
稀

「
ヤ
」
－
盛

兵

県

播
　
磨
　
西
　
部

播
磨
中
部

O
1

3
2
　
3
6
　
地
点

9
0
0
5
4
2
1

3

1

3

1

3

1

3

1

3

1

3

1

地

点



固
方
言
資
料
第
四
巷
近
兢
編
（
日
本
放
送
協
会
）
』
二
七
三
ペ

脚
「
ダ
」
の
分
布

「
ジ
ャ
」
の
分
布
領
域
か
ら
北
方
を
う
か
が
う
と
、
日
本
海
斜
面
・
中
岡
山

地
各
地
に
、
「
ダ
」
の
分
布
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
分
布
は
、
鳥

取
県
下
以
西
の
「
ダ
」
の
強
い
分
布
領
域
に
つ
づ
い
て
い
る
。

両
頭
下
内
で
は
、
「
ダ
」
が
相
馬
北
部
美
作
西
北
奥
・
備
中
北
辺
の
方
面
に

強
い
。
次
の
各
地
が
注
目
さ
れ
る
。

兵
肺
県
但
烏
－
養
父
（
間
宮
の
熊
次
－
こ
こ
は
、
数
年
前
、
美
方
郡
下
で

あ
っ
た
。
）
・
豊
岡
・
城
瞭
・
美
方
（
三
六
四
二
二
六
八
～
三
七
二
）
、

岡
山
県
芙
作
－
真
庭
（
新
庄
・
八
束
・
川
上
）
　
（
四
四
七
～
四
四
九
）
、

同
県
備
中
－
阿
哲
（
神
郷
の
和
忠
）
・
新
見
（
花
見
）
（
四
六
八
・
四
七
一
）

「
ダ
」
・
「
ジ
ャ
」
の
分
布
接
合
地
が
も
と
め
ら
れ
よ
う
か
。
次
の
二
地
点

が
指
摘
さ
れ
る
。
「
ダ
」
助
動
詞
、
「
ジ
ャ
」
助
動
詞
の
存
立
状
況
に
注
意
し

て
み
た
い
。

兵
庫
県
但
馬
養
父
郡
八
鹿
町
上
小
田
（
三
六
五
）
岡
山
県
美
作
真
庭
郡
湯

原
町
田
羽
根
（
四
四
五
）

と
こ
ろ
で
、
第
4
図
を
見
る
と
、
「
ジ
ャ
ロ
　
（
－
）
」
の
分
布
領
域
内
に

「
ダ
」
助
動
詞
の
「
ダ
ロ
　
（
－
）
」
の
分
布
も
、
相
当
、
み
と
め
ら
れ
る
。
兵

揮
県
側
の
播
班
西
～
岡
山
県
側
の
美
作
方
面
に
も
、
「
ダ
ロ
　
（
1
）
」
が
よ
く

分
布
し
て
い
る
。
分
布
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
「
ダ
」
助
動
詞

が
、
「
ダ
ロ
　
（
－
）
」
形
で
な
ら
ば
、
播
磨
西
部
・
美
作
各
地
に
も
よ
く
分
布

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
分
布
事
実
は
、
こ
れ
と
し
て
柁
目
に
価
す
る
と

思
わ
れ
る
。

以
上
、
両
県
下
で
の
「
ダ
」
助
動
詞
は
、
別
し
て
、
但
馬
北
部
地
方
に
強
い

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
言
い
き
り
形
「
ダ
」
が
盛
ん
で
あ
る
。

「
ダ
ロ
　
T
）
」
形
と
と
も
に
言
い
き
り
形
が
盛
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ダ
ロ

（
⊥
」
と
と
も
に
「
ダ
ラ
T
）
」
が
盛
ん
で
も
あ
る
。
（
、
C
a
．
u
、
は
、

、
C
a
a
、
に
も
し
て
い
く
音
詩
地
盤
が
注
意
さ
れ
る
。
）

三
　
「
ヤ
」
と
「
ジ
ャ
　
（
ダ
）
」
と
の
分
布
連
関

両
県
地
方
の
断
定
の
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
・
ダ
」
が
以
上
の
よ
う
に
分
布
し

あ
う
様
相
を
巨
視
す
る
と
き
、
お
そ
ら
／
＼
八
ノ
布
相
互
に
何
ら
か
の
史
的
関
係

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

「
ヤ
」
と
「
ジ
ャ
　
（
ダ
も
）
」
と
は
、
な
ら
ん
で
、
両
県
下
に
盛
ん
で
あ
る

が
、
双
方
の
、
近
訴
中
央
方
面
へ
の
分
布
の
瑳
相
を
み
る
と
き
、
「
ヤ
」
の
勢

力
は
、
「
ジ
ャ
」
の
分
布
を
せ
ば
め
た
か
と
解
さ
れ
る
。

①
「
ジ
ャ
」
は
、
兵
庫
県
側
の
奥
地
（
1
中
国
山
地
な
ど
）
か
ら
岡
山
県
各

地
に
よ
く
定
着
し
て
い
る
。
「
ヤ
」
は
、
近
禁
中
央
に
漬
接
す
る
方
面
（
－
近

洪
中
央
に
厄
接
す
る
瀬
戸
内
海
斜
面
）
　
に
強
い
。
①
岡
山
県
東
辺
、
但
馬
両

辺
、
播
磨
南
部
、
播
磨
中
部
な
ど
の
、
「
ヤ
」
と
「
ジ
ャ
」
と
の
分
布
交
錯
の

状
況
－
「
ジ
ャ
」
の
残
存
化
傾
向
。
㊥
兵
庫
県
仰
馬
山
石
郡
出
石
町
百
合
地
点

方
言
な
ど
－
「
ジ
ャ
」
∨
「
ヤ
」
か
。
④
「
ヤ
」
助
動
詞
の
成
立
－
、
N
j
a
、
∨

、
．
j
a
、
『
方
言
学
』
二
八
二
ペ

お
そ
ら
く
、
播
磨
中
部
・
播
磨
東
部
・
丹
波
・
摂
津
に
も
、
「
ジ
ャ
」
の
一

時
期
が
か
つ
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
′
そ
れ
が
新
興
勢
力
「
ヤ
」
の
接
触
・
浸

蝕
を
受
け
入
れ
て
い
く
う
ち
、
現
在
の
「
ジ
ャ
」
の
様
相
に
な
る
に
い
た
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
。

両
県
地
方
内
海
斜
面
の
「
ヤ
」
と
「
ジ
ャ
　
（
ダ
）
」
と
の
分
布
連
関
相
は
、

単
純
化
し
て
、
次
の
模
式
図
の
よ
う
に
う
け
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
っ
、
県
境
付
近
を
境
に
し
て
、
東
側
が
新
で
、
西
側
が
古
。
－
－
山
陽
道
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東
辺
（
山
陽
道
の
起
点
付
近
）
か
ら
酉
下
し
て
、

（東）

中　国　　　　　　　山．地

古

山

（西）

ほ
ぼ
、
両
県
の
県
境
付
近
壕

で
新
興
「
ヤ
」
の
強
い

波
及
が
み
と
め
ら
れ
、

こ
こ
を
遇
え
て
、
岡
山

県
側
で
は
、
古
い
「
ジ

ャ
」
が
一
円
的
に
根
強

ヽ

J

O

二
つ
、
山
陽
遺
東
辺

か
ら
北
方
～
北
西
方
に

新
興
「
ヤ
」
の
波
及
が

み
と
め
ら
れ
る
。
こ
の

新
波
に
対
し
て
、
播
磨

西
奥
・
但
馬
再
興
で

は
、
古
い
「
ジ
ャ
」
が
、

相
当
、
根
強
く
残
っ
て

い
る
。

○
　
お
わ
り

一
体
、
兵
庫
岡
山
両
県
地
方
は
、
近
訴
中
央
の
活
発
な
勢
力
を
、
直
接
に
㍉

受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
と
に
、
両
県
地
方
内

海
斜
面
は
、
中
央
の
活
動
に
影
響
さ
れ
て
き
た
か
。

断
定
の
助
動
詞
「
ヤ
・
ジ
ャ
　
（
ダ
）
」
の
分
布
秩
況
に
よ
る
と
、
「
ヤ
」
の

酉
漸
勢
力
は
、
近
畿
中
央
か
ら
兵
庫
県
南
部
地
方
へ
、
「
ジ
ャ
」
の
分
布
を
よ

く
改
新
し
て
き
た
こ
と
が
想
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
勢
力
が
、
な
ぜ
か
、

県
境
を
越
え
て
、
岡
山
県
側
の
「
ジ
ャ
」
を
も
、
広
く
大
き
く
、
改
新
す
る
に

い
た
っ
て
い
な
い
。
瀬
戸
内
海
斜
面
で
は
、
お
よ
そ
、
そ
の
県
境
付
近
を
境
に

し
て
、
東
西
に
新
古
の
「
ヤ
」
・
「
ジ
ャ
」
が
、
は
っ
き
り
と
、
対
時
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
兵
庫
県
側
の
奥
地
で
も
、
「
ヤ
」
新
勢
力
に
対
し
て
、

「
ジ
ャ
」
が
よ
く
保
守
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
日
本
海
斜
面
の
但
馬
北

部
で
は
、
根
強
い
「
ダ
」
の
分
布
領
域
に
な
っ
て
い
る
。
）

『
国
の
酉
半
の
「
ジ
ャ
」
の
分
布
相
を
見
わ
た
す
と
、
そ
の
中
に
、
「
ヤ
」

助
動
詞
の
分
布
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
近
溌
地
方
は
、
そ
の
主
領
域

で
あ
り
、
そ
の
つ
づ
き
は
、
束
北
方
に
、
中
部
地
方
内
に
見
ら
れ
、
ま
た
、

西
南
方
に
、
四
国
東
半
内
に
見
ら
れ
る
。
西
で
は
、
は
な
れ
て
、
な
お
、
九

州
内
の
分
布
が
注
目
さ
れ
る
。
』
　
『
方
言
学
』
二
七
一
ペ

藤
原
与
一
先
生
の
こ
う
し
た
展
望
に
導
び
か
れ
、
今
日
、
兵
肺
岡
山
両
県
下
、

に
み
と
め
に
ら
れ
る
「
ヤ
」
助
動
詞
お
よ
び
「
ジ
ャ
」
　
（
「
ダ
」
も
）
助
動
詞

の
分
布
状
況
は
、
ま
さ
に
、
注
目
に
価
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
結
局
、
近
廣
方
言
と
中
国
方
言
と
の
方
言
対
応
と
言
わ
れ
て
い

る
、
そ
の
根
本
的
な
事
態
を
代
弁
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

当
該
方
言
の
分
派
状
態
を
、
大
局
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
以
上
の

よ
う
な
実
践
が
多
角
的
に
・
亨
一
ぐ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
㍍
い
て
あ
ろ
う
。
音
声
闇
孫

に
も
、
語
詞
閲
係
に
も
、
た
ち
い
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

今
後
、
い
っ
そ
う
、
精
査
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
－
広
島
大
学
大
学
院
学
生
　
－
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